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TOPICS総合がん医療推進研究について
臨床腫瘍学講座 教授　醍醐 弥太郎

　総合がん医療推進研究は、滋賀医科大学の５つ
の重点研究プロジェクトの一つとして、がん先進
医療や個別化（オーダーメイド）医療開発を中心
に研究活動が推進され、長期的に本学のがん研究
の中心テーマとなることが期待されている。2008
年の滋賀県がん診療高度中核拠点病院指定、2009
年滋賀県寄附講座・総合がん治療学講座の設置、
2012年大学院医学系研究科・総合がん治療学分野
の設置等の附属病院および大学内の体制整備と並
行して研究実績が積み重ねられてきた。現在は、
医学部臨床腫瘍学講座をコーディネーターとし
て、がん研究に関わる基礎医学、臨床医学系講座
の担当教員が本プロジェクトに参加し、連携をと
りながら個性的ながん研究を推進している。これ
までの主な研究活動は以下のとおりである。

１．バイオマーカー探索研究

　ゲノム・プロテオーム解析技術を多数の臨床試
料の解析に応用することにより、難治性がんの発
生・悪性化の機構を分子病態の面から解明してが
んの新規分子標的薬やがん免疫療法およびがんの
予防と早期診断法の開発、ならびに、がんの分子
病態診断に基づいて発がんリスクを予測する、も
しくは薬物療法開始前にその効果を予測し、最適
な治療を選択するオーダーメイド医療の開発研究
に取り組んでいる。これまでに肺がん、乳がん、
頭頚部がん、大腸がん、乳がん等の診断バイオマー
カーが同定され、その成果が国際学術雑誌や新聞
等に掲載され高い評価を得ている。

２．創薬シーズ探索研究と個別化（オー
ダーメイド）医療開発研究

　文部科学省科学研究費補助金・新学術領域研究
「がん研究分野の特性等を踏まえた支援活動」の
臨床診断研究支援活動・班長施設として、独自に
構築したヒト遺伝子の90%以上を網羅するcDNA
マイクロアレイと正確な臨床情報を備えた５大が
ん等約5,000症例の組織マイクロアレイシステム、
ハイスループット血清ELISA等の解析技術を独
自に構築してがん組織と血清試料の体系的解析を

行い、それらに基づき（１）低分子化合物、核酸
薬、モノクローナル抗体、がんペプチドワクチン
の開発に有用な新規分子標的候補の同定と機能解
析、（２）抗がん剤感受性予測法の確立、（３）が
んのリスク診断、早期診断、分子病期診断に有用
なバイオマーカーを複数同定して、生命予後の延
長に寄与しうる統合的ながん病態診断システムの
構築を行い、研究成果がNature Genetics誌２報、
Nature Communications誌２報を含む多数のイン
パクトのある国際学術雑誌や新聞等に掲載され高
い評価を得ている。

３．先進医療開発研究

　がんの先進医療開発において、がんペプチドワ
クチン療法の臨床開発研究の臨床試験を滋賀医科
大学附属病院で実施しており、厚生労働科学研究
費補助金「難病・がん等の疾患分野の医療の実現
化研究事業」の代表研究者、医師主導治験調整施
設として、総合がん医療推進研究担当教員を複数
含む肺がんペプチドワクチン治験の統括・実施体
制を構築して、滋賀医大が初めて治験中心施設と
なる治験届が医薬品・医療機器総合機構（PMDA）
で受理され試験実施中である。本研究では、臨床・
基礎医学研究、トランスレーショナルリサーチか
ら創薬開発研究と医師主導治験をはじめとする臨
床試験まで一貫して進められており、実務を通し
た本学内における先進医療開発に関わる医療人の
育成にも貢献している。

４．国際交流

　SUMSプロジェクト等より積極的に留学生を受
け入れ、大学院に入学させている。また、国際共
同研究を積極的に推進し、国際学会にも毎年演題
発表を行っている。

５．学内連携の強化

　第８回基礎・臨床融合の学内共同研究発表会
（2012年７月17日）の開催に取り組み、学内で初
めてのがん研究に特化した基礎医学講座と臨床医
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学講座が融合した共同研究プロジェクトを引き続
き連携を深めながら推進している。

TP63遺伝子上の肺癌関連SNPsの同定
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TOPICSアジア疫学研究センター
アジア疫学研究センター　センター長　三浦　克之

我が国唯一の疫学研究拠点

　疫学研究では大規模な集団に対する長期間の調
査が必要となるため、欧米では膨大な時間と人
員、研究費が投入されてきました。これら欧米諸
国と比較すると、日本やアジアでの疫学研究は遅
れを取っており、研究基盤を強固なものとするた
め、個人情報や生体試料管理のための専門施設の
設置、研究調査に用いるリサーチクリニックの
整備、および専門スタッフの育成などが課題と
なっていました。これらの課題に対応すべく、滋
賀医科大学アジア疫学研究センター（Center for 
Epidemiologic Research in Asia: CERA）は、平
成24年度文部科学省施設整備予算（最先端研究施
設）により、我が国初の総合研究棟「疫学研究拠
点」として整備されました（センター長：社会医
学講座公衆衛生学部門教授三浦克之）。
　アジア疫学研究センター内には、マイナス80度
で生体試料を保存する保管室、データ解析室、地
域住民の協力を得て問診や検査などを行うための
リサーチクリニック、食事と疾病との関連を調べ
る摂食試験用食堂などを備えています。また、膨
大な個人情報を扱うため、侵入者や情報漏洩を防
ぐ厳しいセキュリティー対策が導入されており、
「滋賀脳卒中データセンター」の事務局も併設さ
れています。

生活習慣病予防に資する研究成果の創出、
人材育成を目標に掲げて

　心臓病・脳卒中などの循環器疾患、およびその
危険因子である糖尿病・高血圧・脂質異常症など
の生活習慣病の増加は、我が国のみならずアジア
諸国においても深刻な健康問題になっています。
しかしながら、これらアジア諸国では、循環器疾
患や糖尿病の有病率・罹患率、その原因となる生
活習慣や遺伝的要因等について十分に解明されて
いません。これまで我が国で培われた疫学研究の
経験と技術がアジア諸国での疾病予防や健康寿命
の延伸のために必要とされており、アジアのリー
ダーとして我が国の果たすべき役割はますます大
きくなっています。以上の背景を踏まえ、アジア

疫学研究センターは、アジアにおける疫学研究の
拠点として、循環器疾患や糖尿病を中心とした各
種疾患に関する最先端の疫学研究、国際共同疫学
研究の推進を図り、アジアを中心とする国際共同
疫学研究と、滋賀を基盤とする最先端地域疫学研
究という二つの研究分野と、生活習慣病疫学の専
門家育成のための大学院・社会人教育の推進を目
標としています。
　平成25年10月１日に開所記念式典を挙行し、翌
10月２日にはピアザ淡海・滋賀県立県民交流セン
ター（滋賀県大津市）において「開所記念国際シ
ンポジウム」を開催しました。本シンポジウムで
はその開所を記念し、Imperial College London
のPaul Elliott教授の他、アジアの提携校から当該
分野の研究者を招待し、「アジアのための国際共
同疫学研究の展開」をテーマとしました。当日は
100名以上の参加者が集まり、Paul Elliott教授、
Robert D. Abbottアジア疫学研究センター特任教
授の基調講演に聞き入るとともに、国際シンポジ
ウムでは、活発な討論、意見交換が行われ、盛会
裏に終了しました。今後の国際共同疫学研究推進
が期待されるところです。

博士課程教育リーディングプログラム「ア
ジア非感染性疾患（NCD）超克プロジェ
クト」：アジアのトップリーダーとして活
躍するNCD対策の専門家養成を目指して

　さて、本センター開所と時を同じくして、滋賀
医科大学では、「アジア非感染性疾患（NCD）超
克プロジェクト」（プログラムコーディネーター：
三浦克之）と題して、アジアのトップリーダーと
して活躍するNCD対策の専門家の育成を目的と
した、文部科学省・博士課程教育リーディングプ
ログラム（オンリーワン型）が採択されました。
　本プログラムでは、日本およびアジア諸国から
医療従事者、行政官、健康・医療関連企業のスタッ
フなど博士課程で学ぶ人材を集め、滋賀医科大学
における充実した生活習慣病疫学研究の基盤を最
大限に活用した教育を通じ、NCDに関する医学
的知識、疫学方法論をはじめとした高度な科学技
術、アジアの公衆衛生改善に対する構想力を兼ね
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備えた、産学官を横断する人的ネットワークをも
つ、バランスのとれたリーダーを養成することを
目的としています。これにより、国内外の産学官
の広い分野においてアジア太平洋州のトップリー
ダーとして活躍するNCD対策の専門家を育成し
ます。
　本プログラムの特徴としては、教育・研究指導
の国際化を図り論理的議論を英語でできるグロー
バルリーダーの養成、本学が有する多彩なグロー
バルネットワークを活用した欧米・アジア等の提
携校・研究機関・行政機関・健康関連企業におけ

る「武者修行」、単科医科大学のもつ機動性を生
かした学内の教育資源・研究資源を重点的に投入
した全学的な教育体制、奨励金制度など経済面も
含め修学に集中できる環境などが挙げられます。

　アジア疫学研究センターは、日本で唯一の疫学
研究拠点として、生活習慣病予防に資する疫学的
エビデンスの創出、およびトップリーダーとして
グローバルに活躍できる専門家育成に取り組み、
21世紀の健康問題の核心的課題であるNCDの解
決と、健康寿命の延伸に寄与していきます。

アジア疫学研究センター
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TOPICS「里親」学生支援事業
里親学生支援室長　垰田　和史

１．「里親」学生支援事業のはじまり

　入学時には「滋賀県で将来活動しても良い」「滋
賀県に関心がある」と考えている学生が約４割い
る。しかし、学年が上がるに従って「漠然とした
将来への不安」や「地方都市に対する根拠のない
否定的なイメージ」によって、「初心」が揺らい
で行く。学生の「初心」を育み、根拠のない不安
を打ち消すためには、実際に地域で活躍しておら
れる医師や看護師の方々と交流して滋賀での働き
がいを学ぶことが有効なのではないか。また、県
下各地の豊かな自然や文化に触れ地域の魅力を知
ることが、医師・看護師としての将来の進路選択
時の有効な情報になるはずとの考えに基づき、文
部科学省の平成19年の学生支援GPに応募した。
これが現在の「里親」学生支援事業の始まりである。

２．「里親」学生支援事業の骨格

　本事業の中心企画は、入学時に「将来、滋賀県
で活動するかもしれない」と思っている学生を対
象に、地域で医師や看護師として活躍しておられ
る方々が「里親」となり、また、住民や患者の方々
が「プチ里親」となって、学生と交流することで
ある。また、学生が地域を訪問し、地域の医療の
現状を知ったり、住民の方々と交流したり、自然
や文化に触れる事で地域理解を深める事も企画の
柱となっている。こうした企画は、全国的に見て、
人口あたりの医療機関数や医師、看護師数が乏し
い滋賀県の現状に対して、県内唯一の医育機関の
役割や責任について学内的な議論を重ねる中で立
案された。

３．「里親」学生支援事業の活動と成果

　2007年の10月から2011年の３月までは、文部科
学省から支援を受けた学生支援GP『地域「里親」
による医学生支援プログラム』として、2011年４
月からは本学の独自事業として取り組んでいる。
2008年の４月時点では、「里親」による支援を受
けたいと申し出た学生は１年生160人の中で18人
だったが、2014年４月には２年から６年まで（本

稿執筆時点では、新入生は未登録のため）70人を
超える登録数となっている。また、里親の登録数
も70人を超え、プチ里親も20人近い。クラブの先
輩でもある里親の先生と一緒にテニスをして楽し
かった事を学生が報告してくれたり、学生と交流
していると自分も学生時代の新鮮な気持ちに立ち
返れると、里親の先生からも評価を得ている。
2008年の夏の湖北・長浜地域をかわきりに、夏冬
の年２回実施してきた地域理解のための宿泊研修
は、６年間で延べ12回となり、県下医療圏を二巡
した。県内でも豪雪地域を診療圏にもつ湖北地域
の病院を訪問した第一回目の研修では、公民館で
実施されている僻地診療に同行させていただき、
診療の終わった患者の方々と学生が交流し、僻地
の巡回診療の大切さや医師と患者の絆の深さを学
生たちは学んだ。教職員も、この宿泊研修を通じ
て、学内の教育では提供できない確かな学びがあ
ることに確信を持つことができた。また、東近江
地域の宿泊研修で、医師・看護師不足のために閉
鎖されている病棟を見学した際には、学生たちは
言葉を失っていたが、研修後には「滋賀の医療の
現状がわかった。そして、危機的状況を回避する
力を持っているのが、僕たちであるということも
はっきりとわかった。」と、自覚ある感想文が提
出された。里親やプチ里親との交流や、地域の魅
力や厳しい現実を知る宿泊研修を柱とする本事業
は、新聞やラジオ・テレビでもたびたび紹介され
ている。また、本事業では広く県民に対して、ホー
ムページや１万部を超える広報誌を通じて情報を
発信している（写真参考）。2014年３月には、本
事業の支援を受けた医学科学生が初めて卒業した
が、県内研修機関の選択率は有意に高かった。

４．NPO法人「滋賀医療人育成協力機構」の誕生

　文部科学省から支援を受けた学生支援GP『地
域「里親」による医学生支援プログラム』が2011
年の３月に終了することを前提に、本学は2010年
９月に「滋賀の医療と医師・看護師養成を考える」
シンポジウムを開催した。シンポジウムでは『地
域「里親」による医学生支援プログラム』の成果
を踏まえて、大学だけでなく、滋賀県全体が持っ
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ている社会的、人的、財政的資源を活用して医療
人の育成・支援を行なう組織の必要性を提起した。
この提起は、シンポジウムに参加した滋賀県、県
医師会、県看護師協会、県病院協会など幅広い県
民・組織の賛同を得て、2011年３月にNPO法人「滋
賀医療人育成協力機構」が設立された。NPO法
人「滋賀医療人育成協力機構」は、「滋賀県民の
生活や文化・自然を理解し『滋賀県が好き』な医
療人を、県民や県下の関係機関が協力して育成支
援すること」を目的としており、現在、「里親」
学生支援事業の力強いパートナーとして活動を展
開している。

５. おわりに

　ここまで、「里親」学生支援事業の歴史と活動
の概要を記してきた。滋賀県の医療の担い手を育
成することは本学の使命ではあるが、本学だけで
成し得ることではない。地域の人たちやNPO法
人「滋賀医療人育成協力機構」とともに、６年先、
10年先を見据えた「里親」学生支援事業に努めたい。

滋賀医大『里親GP』学生支援ニュース
めでる　医学生・看護学生と地域住民をむすぶコミュニケーションマガジン
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TOPICS地域医療再生モデル事業
総合外科学講座　教授　来見　良誠

　人口の地域偏在や高齢化による疾病構造の変
化、新臨床研修システムの導入による医師の偏
在、診療科の細分化による機能的医師不足、医療
機関の地域偏在など、いくつかの要因が複雑に絡
み合って引き起こされる地域医療の衰退に対する
地域医療再生は容易ではありません。このような
難問に積極的に取り組み、効果を上げている東近
江における“地域医療再生モデル事業”について、
ご紹介いたします。

地域医療再生計画

　東近江地域における医療問題を関係機関別に解
析すると、①国・県は地域医療の再生、②東近江
市は地域医療の再生と同時に、市町合併で保有す
ることになった公的3病院（能登川病院・蒲生病院・
国立滋賀病院）の経営安定化、③国立病院機構で
は医師の引き上げにより斜陽化した滋賀病院の再
建、④大学では地域医療教育施設の充実のための
第二教育病院の確保、など様々なニーズがあり、
これらを地域医療再生モデル事業の中に組み込む
方策が考案されました。公的資金を投入し、公的
3病院の集約化と再編および320床の中核病院を中
心に地域完結型医療システムの構築を推進し、大
学では医師の派遣と学生・研修医の教育機関とし
ての充実をめざし、滋賀県地域医療再生計画がス
タートいたしました。

地域医療再生モデル事業

　平成22年1月に策定された「滋賀県地域医療再
生計画」に基づき、東近江市の国公立3病院（国
立病院機構滋賀病院、東近江市立能登川病院、東
近江市立蒲生病院）の集約化、再編が行われ、国
立滋賀病院はH23年には180床、H24年には220床、
H25年には320床に増床し、地上7階建ての新病棟
の完成とともに地域の中核病院となり「国立病院
機構東近江総合医療センター」と名称変更いたし
ました。同時に、平成22年6月に締結した「寄附
講座の設置に関する協定書」に基づき、滋賀県、
独立行政法人国立病院機構及び東近江市の要請を
受け、滋賀県の寄附により滋賀医科大学内に総合

内科学講座と総合外科学講座が設置されました。
寄附講座の拠点を国立病院機構 東近江総合医療
センターに設け、医師を派遣するという取り組み
は全国的にもめずらしい画期的な試みで、“地域
医療再生モデル事業”として現在進行しています。
　中核病院としての東近江総合医療センターは、
急性期医療を中心に提供し、東近江市で不足して
いる救急の分野を充実させるとともに、小児科、
産婦人科、整形外科などをはじめ幅広い疾患に対
応が可能な体制となりました。能登川病院および
蒲生病院（現・蒲生医療センター）は、急性期医
療機関を後方支援・前方支援する医療機関として
整備し、病院再編成を契機としてそれぞれの医療
機関の長所を最大限に生かした医療連携体制を構
築中であります。

寄附講座の開設

　平成23年1月、総合内科学講座（初代教授：辻
川知之）・総合外科学講座（初代教授：来見良誠）
が開講いたしました。平成23年4月には在籍出向
の形をとり、国立病院機構滋賀病院での診療を開
始いたしました。平成23年4月には総合内科学講
座に准教授3名（杉本俊郎／大西正人／五月女隆
男）・助教3名（前野恭宏／松山千穂／仲川宏昭）、
総合外科学講座に講師1名（菊地克久）・助教1名
（佐藤浩一郎）が就任し、体制を整備してきまし
た。両講座とも、滋賀医科大学との強固な協力体
制のもと、組織的な地域医療の再生及び確立のた
め、国立病院機構東近江総合医療センターを滋賀
医科大学の「第二教育病院」として教育研究の活
動拠点とし、臨床研修医の臨床能力向上を図ると
ともに、総合診療の研修指導や地域医療を担う医
師の養成と確保に努めています。平成25年4月か
らは、総合内科学講座（教授1名・准教授3名・講
師1名・助教1名・客員准教授1名・非常勤講師7名・
客員助手2名：計16名）、総合外科学講座（教授1名・
講師2名・助教1名・臨床教授1名・客員准教授1名・
非常勤講師10名・客員助手4名：計20名）の大き
な講座となりました。そして、滋賀県からの寄附
が終了した平成26年4月以降は、両講座は滋賀医
科大学の講座となっています。
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滋賀医科大学の役割

　近年、臓器別・機能別に診療科が専門分化され
ていることは珍しくはありません。確かに、この
ような診療は、専門性の追求においては有意義で
すが、地域医療の現場で求められる全人的医療を
行う医師を養成する教育現場においては、十分と
は言えません。総合的な知識と技術を兼ね備えた
医師を育成し、内科系・外科系領域の診療の更な
る充実を図るため、総合内科学講座・総合外科学
講座が設立されました。臨床教育・診療の拠点を
国立病院機構東近江総合医療センターに構え、併
存疾患や背景の異なる個々の患者を全人的に診療
し、最善の医療を提供するため、高い専門性のみ
ならず、各科の垣根を越えた機能的なチーム医療
を実践できるようスタッフ一同、日夜研鑽してお
ります。
　滋賀医科大学の役割 としては、①東近江地域
の医療を支えるため、安定的に多数の医師を派遣
し、良質な診療を行うとともに、24時間体制で時
間外・救急診療への対応を行い、さらに通信回線
を使った遠隔での病理診断や画像診断をおこなっ
ています。②東近江総合医療センターを本学の
「第二教育病院」と位置づけ、医学部学生の臨床
教育、初期研修医の指導、卒後医師の実施研修等
を行い、医師の総合診療能力の向上に努めていま
す。③テレビ会議システムの導入で、滋賀医大と
双方向の通信を行い、リアルタイムにカンファレ
ンスを行っています。④教育・研修体制のさらな
る充実に向け、本学では東近江総合医療センター
の全医師に非常勤講師または客員助手の称号を付

与しています。
　地域医療再生モデル事業の一環として東近江保
健医療圏において、①地域医師会との連携、②救
急医療の充実、③地域住民への健康に対する自己
管理の啓発、④病診連携パスの運営、⑤災害医療
への取り組み、⑥産科診療の充実、⑦小児診療の
充実などに取り組んでまいりました。具体的には、
①産科診療の再開、②臨床談話会開催（2回／年）、
③市民公開講座開催（2回／年）、④大規模災害訓
練、⑤がん診療研修会開催（1回／年）、⑥糖尿病
教室開催、⑦滋賀医大との合同CPC、⑧滋賀医大
とのテレビ会議開催（3回）などをおこなってま
いりました。平成26年度からは、スキルスラボの
整備により大学とほぼ同程度の設備を導入し技術
の向上を図っています。
　地域の中核病院として地域医療の充実を目指す
とともに、滋賀医科大学の第二教育病院として総
合診療のできる医師を育成し、国立病院機構とし
ての政策医療を推進できる医療機関となる事に
よって、地域医療再生モデル事業を達成したいと
思っています。
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TOPICS国際交流　十年間の実績
国際交流支援室長　相浦　玲子

　国際交流事業は、残念ながら財源を生み出すこ
とがないどころか、かなりの資金を必要とする事
業である。短期的にみると道楽にさえ思えるかも
しれない。しかし、いにしえのギリシャ人が言っ
たように、シンポジウムとは「ともに飲（食）す
ること」であり、それによって、単なる議論より
も遥かに多くのものを引き出すことができる。
　開学30周年記念式典は、多くの内外の参加者を
得て盛大に開催された。その後の十年間はさらに
海外への拠点を拡げた十年と言えよう。協定校の
中には、交流が途絶えがちになっているところも
出始めているが、両機関のトップが双方向で訪問
をして、幾つかの部署にわたって交流を進めてい
るところは、交流がますます盛んになる傾向にあ
る。哈爾濱医科大学や北華大学とは長年の友好関
係を維持し、双方向の交流があり、常に多くの大
学院生が本学に在籍している。
　また、例えば、ベトナムのチョー・ライ病院と
は、放射線部が開設以来、草の根の交流を続けて
おり、交流は外科学、内科学、病理学、看護部・
看護学科などに拡がり、今日では学部学生や大学
院生の交流に及んでいる。2012～2013年度の間に
本学において、3名の博士課程修了者及び1名の修
士課程修了者を輩出している。
　カナダのオタワ大学と協定を締結（2010年2月）

し、海外自主研修先として学部学生の受け入れを
依頼するとともに、本学では、オタワ大学からの
大学院生を受け入れ、現在、1名が在籍している。
また、マレーシア国民大学との交流を2011年に開
始しており、歴史の浅いなかで、分子神経科学研
究センターを中心に共同研究や大学院生の受け入
れを盛んに行っている。また、2013年からは本学
学生の海外自主研修先として現地を訪問するよう
にもなった。さらにこの十年の間には、初めてア
フリカとの協定にこぎつけており、ナイロビ大学、
ケニア中央医学研究所の両機関と協定を締結した
（2012年11月）。海外自主研修先として希望者が
多いこともあり、政情が安定して交流を再開する
ことが強く待たれている。
　これからさらなる交流が期待される大学には、
既に協定を締結したモンゴル国立医科大学（2013
年6月）とインドネシア大学 （2014年2月）があり、
前者からは、国を代表する病院の院長クラス10名
の研修が本学に委託され、既に実施している。後
者は、既に脳神経外科との密な交流がなされてい
てさらなる発展が予見されている。
　この十年間で協定校が飛躍的に増えているが、
今後は、これらの協定校との関係を丁寧に深めて
行くことが重要であろう。

［教職員の海外渡航者数（単位：名）］ ［学生海外派遣状況（単位：名）］
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締結大学等　名称 国名 締結年月日

北華大学（旧　吉林医学院）
Beihua University 中国 2001.　3.　6

（1984.11.24）

長春市中心医院
Changchun Municipal Hospital 中国 1984.11.24

ブリティッシュコロンビア大学
The University of British Columbia カナダ 1990.　7.26

ミシガン大学
University of Michigan アメリカ 1990.11.29

中国医科大学
China Medical University 中国 1993.　9.28

ローマ大学
Rome University "La Sapienza" イタリア 1994.10.28

ピカルディー・ジュール・ベルヌ大学
The University of Picardie Jules Verne フランス 1995.　5.16

哈爾濱医科大学
Harbin Medical University 中国 2001.11.21

アミアン・ピカルディー大学病院
University Hospital of Amiens-Picardie フランス 2004.10.　4

チョー・ライ病院
Cho Ray Hospital ベトナム 2006.12.25

ホーチミン医科薬科大学
University of Medicine and Pharmacy at Ho Chi Minh City ベトナム 2008.　6.23

東北大学
Northeastern University 中国 2009.　5.　1

オタワ大学
University of Ottawa カナダ 2010.　2.16

マレーシア国民大学
National University of Malaysia マレーシア 2011.11.10

ジョージア大学
University of Georgia アメリカ 2012.10.　3

ナイロビ大学
University of Nairobi ケニア 2012.11.　7

ケニア中央医学研究所
Kenya Medical Research Institute ケニア 2012.11.　7

モンゴル国立医科大学（旧　モンゴル健康科学大学）
Mongolian National University of Medical Sciences モンゴル 2013.　7.　1

インドネシア大学
University of Indonesia インドネシア 2014.　2.13
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北華大学

北華大学（中国）

北華大学より滋賀医科大学開学40周年のお祝いを申し上げます。
尊敬する塩田浩平学長先生
　貴学が間もなく開学40周年を迎えられますことを拝聴し、大変喜ばしく思います。北華大学を代表しま
して私から貴学に対し心よりお祝い申し上げます。
　北華大学と滋賀医科大学は、1984年に国際交流協定を締結して以来、両校間の協力事業および交流事業
において大きな成果を収めており、友好関係は日に日に深められております。私は貴殿とともに、より広
範な交流事業および協力事業を更に推進し、国際化の発展に寄与していきたいと願っております。我々が
ともに協力することで、国際教育交流事業および協力事業の素晴らしい未来を思い描くことができると私
は深く信じております。
　この手紙に託し、私は滋賀医科大学学長先生へ心よりお祝い申し上げるとともに、職員と学生の皆様へ
ご挨拶申し上げます。滋賀医科大学が“前人の業を継ぎ、前途を開拓”され、さらに大きな成果をあげられ
ることをお祈り申し上げます。
　それでは御機嫌よう、くれぐれもお体をご自愛ください。
 北華大学
 学長　劉　和忠
 2014年５月23日
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長春市中心医院

長春市中心医院（中国）
　『積賢為道』は、中国の漢（紀元前206年～紀元後220年。劉邦の建てた国）の董仲舒という哲学者が書
いた文章に出てくる言葉です。その意味は、『国王が有能な士を蓄えることは、国を治める上での正しい
道である』ということです。本医院の陳明強院長が『積賢為道』という言葉を選んだのは、『滋賀医科大
学が有能な人材を集め、人類の健康に貢献することを心から願います』という趣旨からです。
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The University of British Columbia

ブリティッシュコロンビア大学（カナダ）
 2014年６月３日
滋賀医科大学・学長
塩田浩平殿

　滋賀医科大学が創立40周年を迎えられましたことを、心からお祝い申し上げます。
　貴学との協力関係は、本学の国際化への取り組みにおいて誠に重要かつ中心的な価値をもっております。
　貴学のますますのご発展を祈念しまして祝辞の言葉といたします。

 スティーブン・J・トゥープ
 学長・副総長
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中国医科大学

中国医科大学（中国）
 2014年７月３日
滋賀医科大学学長
塩田浩平殿

　中国医科大学一同を代表して、滋賀医科大学の創立40周年を心よりお祝い申し上げます。
　貴学はこの40年間に数々の偉大な業績を残されました。永年にわたる盟友として中国医科大学は、貴学
が今後一層のご発展をされるものと確信しております。
　貴学と私どもは、これまで緊密な協力関係を築き上げて参りました。この関係は今後さらに大きな成果
として展開していくでありましょう。相互の可能性を探求するなかで、貴学との友好関係が一層深まるも
のと期待いたします。
　今後の40年、50年に向けて、滋賀医科大学の全ての皆様がますますご活躍されますことを心より祈念い
たします。

 中国医科大学
 学長　趙　群
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哈爾濱医科大学

哈爾濱医科大学（中国）
 2014年８月２日
滋賀医科大学　学長　塩田浩平 殿
　滋賀医科大学が創立40周年を迎えられましたことを、心よりお祝い申し上げます。
　10年前の創立30周年の折に、貴学を訪問したことを懐かしく思い出します。残念なことにこのたびは皆様とお
会いすることができませんでしたが、私の心は塩田浩平学長をはじめ教職員の皆様とともにあり、この記念すべ
き時において喜びを分かち合っております。
　貴学と私どもは、これまで、教員及び学生の交流を推進し、教育研究の連携に努め、親密な協力関係を育んで
まいりました。とりわけ、貴学が私どもの学生に優れた学習と研修の機会をお与えくださいましたことを、貴殿
をはじめ教員の皆様に感謝いたします。
　この10年間、貴学は、医学の教育研究と医療保険サービスにおいて多大なる成果をあげてこられました。社会
的責任を担い、医学を志す学生に最良の教育を施し、数多くの患者に最高の医療サービスを提供してこられました。
その間、本学もまた長足の進歩を遂げ、中国の医科大学としては初めて医学教育のグローバルスタンダードの認
定を受け、各国の医科大学と協力関係を結んで更なる国際化に努めてまいりました。塩田学長をはじめとする貴
学の皆様が私どもをご訪問くださり、お互いの経験について語り合える日がくることを楽しみにしております。
　両校が、学術研究や教育研修はもちろんのこと、さらに数多くの面で協力関係と交流事業を拡充し、中国と日
本の医療教育に大いに貢献することを期待しております。
　結びに、この栄えある創立40周年を契機として、滋賀医科大学が今後さらなる飛躍を遂げられますとともに、
塩田学長、馬場前学長、滋賀医科大学の教職員と学生の皆様がますますご活躍されることを祈念いたしまして、
お祝いの言葉とさせていただきます。
 楊　宝峰　中国工程院　医学衛生工学部　学部長
 哈爾濱医科大学　学長　　　　　　　
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Cho Ray Hospital

チョー・ライ病院（ベトナム）
 2014年７月９日
滋賀医科大学学長　塩田学長殿
　チョー・ライ病院よりご挨拶を申し上げます。
　このたび滋賀医科大学が創立40周年を迎えられましたことを、チョー・ライ病院一同を代表して心より
お祝い申し上げます。
　貴学は、40年の永きにわたり、揺るぎない使命をもって、生涯学習者のニーズに応える質の高い教育を
提供してこられました。さらには、柔軟な学習モデルと海外研修システムを打ち立て、医療研修の分野で
私どもと有意義な協力関係を築いてまいりました。
　私たち両校は、親密な協力関係のもとに様々な経験を共有するだけでなく、貴学の助成による博士課程
プログラムを初めとして様々な学術研修制度を行ってまいりました。両校の国際的な友好関係は、本医院
の医療教育にとって大きな支えとなっております。
　私どもは、貴学の支援に心より感謝いたします。
　最後に、滋賀医科大学が創立40周年を迎えられましたことを改めてお祝い申し上げますとともに、貴学
が今後ますますご発展なされますことを心よりお祈り申し上げます。
 敬具　

 チョー・ライ病院長　Nguyen Truong Son
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University of Medicine and Pharmacy at Ho Chi Minh City

ホーチミン医科薬科大学（ベトナム）
 2014年６月３日
滋賀医科大学
学長　塩田浩平殿

　ベトナム・ホーチミン医科薬科大学一同を代表して、滋賀医科大学の創立40周年を心よりお慶び申し上
げます。この慶事にあたり、記念の小冊子に寄稿させていただきますことを光栄に思います。
　貴学と私どもは、永年に渡って親密な協力関係を培ってまいりました。私どもは、本学を訪れた貴学の
学生や教職員の皆様につねに深い感銘を受けてまいりました。貴学の教育水準の高さは誠に称賛に値いた
します。両校の絆が今後ますます強まりますことを心から希望いたします。
　両校の友好関係が末永く続き、ますます発展することと併せて、滋賀医科大学のさらなるご発展とご成
功を祈念申し上げます。創立40周年、おめでとうございます。

 Prof. VO TAN SON
 学長
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University of Ottawa

オタワ大学（カナダ）
塩田学長殿
　オタワ大学を代表して、滋賀医科大学の創立40周年に際し、心よりご祝辞を申し上げます。
　滋賀医科大学は、過去40年に渡って教育と研修の面で優れた実績をあげられ、医学と看護学の分野で専
門的な知識と技術を身につけた学生と若手研究者を輩出し、国際舞台でリーダーとなるべき人材を育んで
こられました。
　オタワ大学はカナダ有数の研究集約的な大学として、豊かな学習と研究の機会を学生に提供することを
使命としております。そうであればこそ、私どもは貴学とのパートナーシップを大いに誇らしく感じてお
ります。これからも共に、学術と科学の両面で有意義な協力関係を築き、国際志向をもった医学のプロ
フェッショナルを育て、新たな知見と技術の進歩に貢献してまいりたいと存じます。
　貴学と私どもは、教育・学習・研究のいずれにおいても、卓越した成果をあげるべく全力を尽くすとい
う姿勢を共有しております。このような姿勢は、脳科学、精神科学、循環器科学、医学教育学、看護実習
などの分野で、学術情報や専門技術の交換を行うためになくてはならない資質であると確信いたします。
私どもは、滋賀医科大学とオタワ大学のパートナーシップが今後ますます発展し、ともに臨床や研究の能
力を強化し、有能な専門家を育成することを心より期待しております。
　結びに、この記念すべき節目のときを契機に、滋賀医科大学が今後ますますご発展なされますことを祈
念いたしまして、お祝いの言葉といたします。
 敬具　
 学長兼副総長　アラン・ロック
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National University of Malaysia

マレーシア国民大学（マレーシア）
 2014年５月22日

　滋賀医科大学の創立40周年を心からお慶び申し上げますとともに、記念誌の発刊をお祝い申し上げます。
　滋賀医科大学が、これほど短い期間に世界的な認知と称賛を得られましたことは、実に驚くべきことと
申せましょう。私どもは常に、貴学の学生や教職員、運営や施設に深い感銘を受けてまいりました。控え
めに申しましても、貴学は世界最高水準の大学に比肩するものと確信いたします。
　私たちの友好関係と協力関係が、この40周年を期して新たな決意とともに、これからも末永く続くこと
を切に希望いたします。滋賀医科大学の今後ますますのご発展を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせ
ていただきます。創立40周年、誠におめでとうございます。

 Prof. Dato Dr Raymond Azman Ali
 マレーシア国民大学学長
 UKMメディカルセンター長
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University of Nairobi

ナイロビ大学（ケニア）
 2014年７月７日
 滋賀医科大学　学長　塩田浩平殿

　このたび、滋賀医科大学が創立40周年の節目を迎えられましたことを、衷心よりお祝い申し上げます。
　とりわけ、塩田学長をはじめ滋賀医科大学関係者すべての皆様に、心からお慶びを申し上げます。
　この記念すべき日を迎えられました貴学が、これまでと同様に、建学の理念に則って教育研究を極め、
人類全体に比類なき貢献を果たしますことを大いに期待いたします。
　2012年11月７日に覚書を締結して以来、両校は教育と研究において親密な協力関係を結び、すでに多く
の学生がその恩恵に浴してまいりました。貴学と私どもの大学が協力関係にあることは、私どもの誇りで
あります。
　この協力関係に基づき、教職員、研究者、学生の交流が行われ、教材、出版物、情報の交換が図られて
まいりました。また、両校の間では、共同研究やシンポジウムの開催についても合意が交わされておりま
す。医学界をリードする両校の協力関係を通じて、さまざまな健康問題が解決されるであろうことを信じ
ております。
　滋賀医科大学の今後ますますのご発展を祈念いたしまして、お祝いのご挨拶とさせていただきます。
 ジョージ・A. O. マゴハ　副総長・外科教授
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Kenya Medical Research Institute

ケニア中央医学研究所（ケニア）
　ケニア中央医学研究所の理事長、理事会メンバー、所長をはじめスタッフ一同は、滋賀医科大学の創立
40周年記念という慶事に際し、滋賀医科大学の学長をはじめスタッフ、学生の皆様に心よりお祝い申し上
げます。
　人類の健康増進を推し進める両機関は、研究、研修、交換派遣、情報交換の分野で、双方に有益な協調
関係を結んでいます。このような素晴らしい友好関係について、ケニア中央医学研究所は滋賀医科大学に
対し深く感謝しております。

ケニア中央医学研究所と滋賀医科大学のパートナーシップ、万歳！ 
祝、創立40周年！

 ケニア中央医学研究所
 所長
 ソロモン・ポケ博士
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Mongolian National University of Medical Sciences

モンゴル国立医科大学（モンゴル）
　このたび滋賀医科大学が創立40周年を迎えられましたことを、モンゴル国立医科大学一同を代表して心
からお祝い申し上げます。とりわけ、塩田浩平学長をはじめ滋賀医科大学すべての皆様に、心よりお慶び
を申し上げますとともに、40年の誇るべき実績と評価を築いてこられたことに、深い敬意を表する次第で
あります。

　去る2013年７月、滋賀医科大学とモンゴル国立医科大学の両校が、学術交流の促進を期して覚書に調印
した日のことが、今もありありと思い出されます。爾来、両校は親密な協力関係を育み、学術的な結びつ
きを強めてまいりました。アジアの同胞たる貴学から今後ますます多くのことが学べるものと期待し、ま
た、この節目となる機会に心より感謝の意を表します。

　私は、滋賀医科大学がこれからも教育に励み、医学研究の発展に努め、国際化を推進し、社会の繁栄に
貢献されるものと確信しております。この記念すべき40周年を契機に、滋賀医科大学が今後ますますご発
展なされますことを祈念いたしまして、お祝いの言葉といたします。

 モンゴル国立医科大学
 学長　Batbaatar Gunchin
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University of Indonesia

インドネシア大学（インドネシア）
 2014年７月３日
塩田学長殿

　インドネシア大学からご挨拶申し上げます。
　ご丁寧なお手紙ありがとうございました。滋賀医科大学との協調関係が2014年より始まりましたことを
本学はうれしく思っております。本年貴学が創立40周年を迎えられましたこと、本学を代表して心よりお
祝い申し上げます。私どもは、貴学が国際教育界で一層素晴らしい大学に発展されると信じております。
また、相互にとって有益な相互協力を両機関がさらに進めて行くことを切望しております。
 敬具

 学長代行
 ムハマド・アニス・M・メット
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